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本県では、経済的な豊かさに加え、身体的・精神的・社会的にも満たされ
た状態である、真の幸せ「ウェルビーイング」の向上を掲げて取組みを進め
ています。健康は、県民の皆様の「ウェルビーイング」の向上を図るうえで、
何を差し置いても維持していかなければならない大切なことです。
私たち公衆衛生医師は、現場や関係者の声に耳を傾けながら、医師という
専門性を活かして社会的側面から、県民の健康と命を守るために様々な課題
に取り組んでいます。ぜひ私達と一緒に課題に取り組んでいきましょう。

健康危機管理分野
・�感染症発生時等の健康危機管理（コロナウィル
ス、腸管出血性大腸菌など感染症発生時の速や
かな防疫対策）　など

※厚生センターとは保健所です。

1 新川厚生センター（黒部市）

2 新川厚生センター魚津支所（魚津市）

3 中部厚生センター（上市町）

4 高岡厚生センター（高岡市）

5 高岡厚生センター射水支所（射水市）

6 高岡厚生センター氷見支所（氷見市）

7 砺波厚生センター（南砺市）

8 砺波厚生センター小矢部支所（小矢部市）

医療安全・医療法関連分野
・�医療計画に基づく病院等の立入検査、医療提供
体制の確保　など

疾病対策分野
・健康づくりの推進、精神障害者の保護・自立支
援などの精神保健福祉、がん対策、難病対策、
生活習慣病予防対策、感染症予防対策　など

人材育成
・�臨床研修医、医学生、看護学生に対する公衆衛
生行政に関する指導、教育　など

厚生部長
有賀 玲子 A R U G A  R e i k o

公衆衛生医師の主な業務内容

勤務先
本庁（例：医務課、健康課、感染症対策課）、
県内の厚生センター（※） など

人 々 の 健 康と命 を 守 る

公衆衛生
地域社会全体で予防

臨 床
個別の病気を治療



厚生部次長・健康対策室長　守田 万寿夫　M O R I T A  M a s u o

平成 17年 4月 医務課 /医師・看護職員確保対策、医療政策全般
平成 24年 4月 医療・健康危機管理担当 /災害医療対策等
平成 25年 6月 高岡厚生センター /保健予防、食品衛生、試験研究等全般
令和   3 年 4月 健康対策室長
令和   5 年 4月 現職

厚生部健康課副主幹　松本 かおる　M A T S U M O T O  K a o r u

令和   2 年 4月 県職員採用

現在の業務
健康対策室では、健康づくり・がん対策、精神保健、母子保健、歯科保健、難病対策といった地域保健対策、結
核やO157、HIV 等の感染症対策を担当しています。

公衆衛生医師の魅力・やりがい
保健・医療に関わる政策を立案し実施するためには、医学や公衆衛生に関する専門知識や科学的な思考が求められ、

これに医師が参画することはとても重要です。
本庁勤務では、県全体の医療政策・公衆衛生対策の企画・立案に関わり、病院などハードの整備（例えば救命救
急センター）や保健医療システムづくり（例えば災害保健医療支援チームなど）を経験することができます。
厚生センター（保健所）勤務では、現場の保健・医療関係者と一緒に、在宅医療や看取り、ACP（人生会議）の
普及啓発活動や、令和２年度は新型コロナのクラスター発生を防止するための病院や介護施設に対する感染管理ラウ
ンドに関わりました。
仕事を通じて関わった方々とのつながりが保健医療システムとして動き出し、救命率や社会復帰率、県民の健康度
の向上に現れると、やりがいや励みになります。

入庁のきっかけ・動機
病気を治したいと思い医師になりましたが、実際に医療の現場で働くと、予防方法のある病気が原因で後遺症に悩
んだり、命を落としたりする患者さんが多くいらっしゃることを知りました。その中で予防医学に携わる仕事がしたい
と思うようになり、入庁しました。
入庁前は、感染症分野で臨床医や研究員として働いており、これまで自分が学ばせていただいたことを還元できれ

ばと思っています。

公衆衛生医師の魅力・やりがい
多くの人の健康を守り支える仕事ができること。また、個々の家庭、医療現場、地域、国、世界と様々な視点で
問題を捉え、異なる立場や業種の方々と意見交換をしながら、一人では解決できない問題に取り組めることに、魅力
ややりがいを感じています。
業務中に事務担当の職員から、病院で働いていると当たり前と感じていた事柄について質問されることがあり、大
変新鮮でした。医療現場で働いている方々とより近い目線で意見交換等ができ、かつ、医学知識に基づいた判断が
できること、そういったことが公衆衛生医師として私に求められているのだろうと感じています。

先輩のメッセージ
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勤務時間

よくある質問

（1）勤務時間
　  午前 8時 30分から午後 5時 15分まで（昼休憩 1時間）、週 38時間 45分
　  ※勤務場所によって異なる場合あり

（2）週休日・休日
　  土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12月29日～ 1月3日）

（3） 給与　　
　  給料は、医師免許取得後の経験年数等を踏まえ、職員の給与に関する条例の規定に基づき決定されます。

　  《給与額の目安》 �医師経験年数 10年程度の場合、年収約 1,150 万円（給料のほか期末勤勉手当、初任給調整手当、
地域手当、医療業務手当を含む。）

（4）休暇
　  年次休暇（年 20日）、特別休暇（夏期休暇、ボランティア休暇、結婚休暇、忌引など）

（5）主な子育て支援制度
　  ●女性　　　　産前産後休暇　 有給

　  ●男性　　　　妻の出産休暇　 有給 、育児参加休暇　 有給

　  ●男性・女性　育児時間（子が 3歳に達するまで1日2回、１日を通じて90分以内） 有給

	 育児休業（最長：子が３歳に達するまでの期間） 無給

		  ※子が 1歳に達するまでは地方職員共済組合から育児休業手当金が支給されます。
	 育児短時間勤務（最長：子が小学校就学の始期に達するまでの期間）　 減給

　　 《利用状況（令和３年度）》女性職員の育児休業取得率：100％、男性職員の育児参画関係休暇の取得率：92.7％

Q 富山県で働く公衆衛生医師は何名いますか。

A 令和５年４月1日現在、12名（男性６名、女性６名）です。

Q 専門が公衆衛生ではありませんが、大丈夫ですか。

A �問題ありません。公衆衛生医師として必要な知識は、入庁後に現場経験や研修等で習得することができます。これま
でも様々な専門分野、診療科の医師が本県の公衆衛生医師として勤務しており、それまでに培った経験や専門性を現
場で発揮し活躍しています。

Q 兼業はできますか。
A 地方公務員法により原則禁止されています。

問い合わせ先

〒930-8501　富山県富山市新総曲輪 1 番 7 号

富山県厚生部医務課  電話：076-444-3218
職場見学受付中！　お気軽にお問い合わせください。

〜富山県で
　 暮らしてみませんか〜

くらしたい国とやま
ホームページQR公衆衛生医師募集情報

ホームページQR富山県　公衆衛生医師募集

https://www.pref.toyama.jp/1204/kurashi/kenkou/iryou/kousyuueiseiishi.html


